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由結合ランを実施した 3年目及び 4年目の 1月と 2月
の 250hPaの高度場 (Z250) の応答を示した。例えば 4
年目 1月の Z250応答を見ると、アリューシャン列島付
近に中心を持つ高気圧性循環偏差とそれに続く波列構
















図 1. 風応力偏差 (Nm 2).陰影はエクマンパンピング流速.)
図 2. 250hPa高度場の応答 (感度実験-標準実験,コンター間隔は 20m).アンサンブル平均の差が 90%で有意な領域に陰影.
